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陽春の候，皆様におかれましては如何お過ごしでしょうか？ 

ご承知の如く，昨年から続くコロナ感染症騒動におきましては，終息は未だ見通せません。昨年末から 2

月にかけて猛威を振るった第 3 波は終息したのも束の間，新たに変異株なる強敵が出現しました。この原

稿執筆時点（2021.4.16）で東京，大阪など大都市に“まん延防止等重点措置（まん防）”が施行されるな

ど，さながら第 4 波襲来の様相を呈しています。 

この度 4 月から赴任させていただきました竹元裕紀です。専門は消化器

内科になりますが、様々な方々のご相談に対応させていただければと存じ

ます。生まれも育ちも広島で、東広島には大学時代 1 年間、通学させてい

ただきました。それも 10 数年という月日が経ち、山陽本線の駅もとても

立派な駅舎変わり 10 年程度でも月日が経つのは早いなと感じる今日こ

の頃です。それでも若輩者であり、まだまだ至らぬ点も多々あると思いま

す。全身全霊で診療をさせていただきますので気軽にお悩み事や病気につ

いてご質問いただけましたら幸いです。よろしくお願い申し上げます。 

 

 
竹元 裕紀 

 
 

さて最近のニュースを見ておりますと，ワクチン接種を終了していた医療

従事者がコロナウイルスに感染した事例が報告され始めています。このこと

からもお判りいただけますようにワクチン接種が万能ではありません。感染

予防の基本はやはり我々自身の危機管理意識の維持にあります。マスク装着

を基本に“3 密”を回避しながらともにこの難局を乗り越えましょう！ 

（院長 後藤俊彦） 

 

 

この 4 月より，金曜日の午前中外来を担当させていただくことになりま

した広島大学病院消化器内科の白根佑樹と申します。 

実は５年ほど前，私が研修医だった時に，安芸津病院の方で１か月ほど研

修をさせていただきました。その頃の事を懐かしく思っております。 

コロナ禍という大変な時期ではありますが，安芸津病院の職員の皆さん，

患者の皆さんのお力になれる様，精一杯頑張って参りますので，よろしく

お願い申し上げます。 

白根 佑樹 

 
 ４月より火曜日の肝臓外来を担当させていた

だくことになりました。 
皆様一人ひとりと向き合い、よりよい医療を提

供したいと思います。 
まだまだ未熟者ですが、地域の皆様のお力にな

れるよう頑張りますので、よろしくお願いいた

します。 

小坂 正成 

 
 4 月より水曜日の肝臓内科外来を担当させていただきます、上平祐輔と申

します。患者様やそのご家族様に寄り添った診療を第一に、日々精進して

まいります。ご要望などございましたら気兼ねなく仰ってください。 

上平 祐輔 

 
 

新型コロナに打ち勝つ。そのために，私たちは日々感染予防に努めています。報道される感染者数に

一喜一憂しながら，マスク，手指消毒，手洗いを励行し，生活の制限を我慢しています。 
一方で，感染予防の一環で病院への受診や検診を控える傾向も

あるようです。特に検診は無症状の時期にがんなどの重大な病気

を早期発見するのが目的です。検診控えによる発見の遅れはその

後の治療方法や予後に大きな影響をもたらします。例えば，早けれ

ば内視鏡治療で短期間に根治できた胃がんが，遅れにより進行し

手術や抗がん剤が必要になります。 
適切な感染対策をしながら，検診をうまく活用して，二次被害を

受けることなく真に新型コロナに打ち勝ちましょう。 
       （消化器内科 五石宏和） 

 

一方でご承知の如くこの強敵に対抗すべく，ワクチン接種が

開始されました。既に医療従事者は接種が完了しつつあり，順次

皆様への接種が開始されます。手続きに関しましては，市ごとに

微妙に対応が異なっており，既に予約開始が始まった市もあり

ます。安芸津病院も順次，ホームページ，または院内掲示にてお

伝え致しますのでご利用いただけますなら幸いと存じます。 



 
 

 

４月より女性医師による診察時間が増えました。 
婦人科では木曜日午後の診察、また金曜日午後から乳腺専門

外来も始まっています。 
どちらの診療科も要予約ですが、これを機に婦人科検診や乳

癌検診などもご利用下さい。 

4 月から病院では新しい職員を迎え、スタートをきりました。今年度も職員一

丸となって地域の皆様の健康と暮らしを支えるために力を尽くしますのでよろ

しくお願いいたします。  

病院前の花壇では、2 年前にいただいた黄色いチューリップが昨年、今年と花を咲か

せました。本来ならチューリップの花を毎年きれいに咲かせるためには、花を咲かせた後に球

根を掘り出し、保存して再植え付けをするという作業が必要です。しかし球根は土の中に置いた

ままの状態にしていました。2 年も続けて咲いたのでびっくりしています。可愛らしさの中に強

さを感じるとともに黄色は希望や明るさ、楽しい、活発等のイメージもあり、見る人の心

を癒し笑顔にしてくれると思います。 

現在も新型コロナウイルス感染症は終息の目途が立たず、感染拡大防

止のため当院においても入り口での体温測定、手指消毒、マスク着用、面

会禁止等を継続しております。地域の皆様もコロナ禍で取り入れた新し

い生活様式である手洗い、マスク着用、ソーシャルディ

スタンス、黙食は継続して行くことが大切になります。

また、今後は地域住民への新型コロナウイルスワクチン

接種が進むことで皆様の健康を守ることに尽力

していきたいと思います。  

副院長  岡  賢美  

4 月から乳腺外来担当になりました、鈴木江梨です。 

これまで私は広島大学病院で 4 年、廣島総合病院で 1 年、四国がん

センターで 2 年、大君浜井病院で 2 年勤務しました。主に乳癌診療に

従事してきました。乳癌は怖いイメージもあるかもしれませんが、ご存

知の通り早期発見早期治療で完治が見込める疾患です。また、仮に発見

が遅れたとしてもたくさんの治療薬がありご自分に合った治療薬を選

択することも可能になってきました。 

昨年からコロナウイルス感染症もあり、乳癌検診などの検診から足が

どうしても遠のいてしまう状況下ですが、感染症対策に十分に留意して

診察させていただければと考えております。乳房のお悩みを中心に、気になる症状等あればお気

軽に相談ください。 

鈴木 江梨 

 
 


